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が
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熵
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濟
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。
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M
に
こ
の
生
產
價
樅
竝
び
に
平
均
利
潤
率
を
介
し
て
初
め
て
、
商
人
資
本
の
商
業
利
潤
、
貨
幣
乃
至
銀
行
資
本
.

(

M
に
金
融
資
本)

の
利
子
、.及
び
地
代
の
.姐
き
具
體
的
な
刺
潤
の
部
分
形
態
が
說
明
さ
れ
得
る
の
で
.あ
る
。
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れ
に
反
し
て
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稗
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產
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接
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る
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業
資
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凡
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る
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餘
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修
、.
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つ
て
.利
潤
を
占
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し
、
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接
價
値
及
び.剩
餘
價
値
の
坐
產
に.參
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せ
.ざ
る

商

人

資

本

の

商

業

利

满
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乃
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行
資
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の
利
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得
な
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の
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潤
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双
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双
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介
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得
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第
一
に
、
價
修
は
辍
史
上
生
產
價
格
に
先
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つ
も
の
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あ
る
。
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ち「

备
坐
產
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に
固
く
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ぇ
ら
れ
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.生
產
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が
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ん
ど
一
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門
か
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と
が
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で
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る
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に
於
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換
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す

れ'ば
、
資
本
の
移
動
に
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し
て
法
律
上
乃
至
實
際
上
の
障
碍
が
存
し
、
そ
の
：爲
に
ー
般
利
濶
率
の
形
成
が
妨
げ
ら
れ
る
限
り
に
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_て(
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2
9
2
)
、

手
工
業
者
、
農
夫
等
の
獨
龙
生
產
容
の
營
む
單
純
な
、
前
資
本
制
商
品
生
產
の
時
代
に
價
値
法
則
は
そ
.の
ま
ム
安
當
す
る
。
こ 

の
單
純
商
品
坐
產
の
時
代
に
の
み
、
.商
品
が
そ
の
價
値
に
於
て
交
換
さ
れ
る
こ
と
が
單
な
る
理
論
上
の
假
定
に
と
V
ま
•ら
ず
、
更
に 

事
實
上
の
現
象
で
も
，あ
つ
て
、
市
場
價
格
の
日
々
の
動
搖
は
儐
値
を
そ
の
.重
心
と
し
て
.、
そ
の
周
園
を
動
搖
す
る
。
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そ
れ
故
マ
ル
ク
ス
は
、
明
か
に
次
O'
.ょ
ぅ
に
述
べ
て
：办
る
：o「

要
す
る
に
、
諸
商
品
が
そ
の
價
値
通
.り
に
、
又
は
略
：、
そ
の 

價
値
通
り
に
交
換
せ
ら
れ
る
と
い
ふ
こ
と
は
、
生
豸
㈣
格
で
交
換
さ
れ
る

の

に

比
し
遙
か
に
低
級
な
一

段
階
を
前
提
す
、る
も
の
：で
あ
つ 

て
、
こ
.の
後
の
場
合
に
對
し
て
は
、
資
本
制
度
.の
發
達
が
或
る
：一
定
の
水
準
に
.達
し
て
ゐ
る
こ
と
を
要
す
る
。
：
：
そ
れ
故
、價
格
竑
び 

に
價
格
運
動
が
價
値
法
則
に
依
つ
て
支
配
さ
れ
る
と
い
：ふ
こ
と
は
暫
く
措
き
、
.商
品
の
價
値
が
單
に
理
論
上
の
み
で
な
く
歷
史
的
に
も 

坐
產
價
格
に
先
だ
つ
も
の
と
見
る
は
、
全
く
適
切
な
こ
.と
で
あ
る
。」(Kapital, 

Bd. Ill, 

l
'
s
*
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〕

第
二
に
、
價
値
は
生
產
價
格
が
導
き
出
さ
れ
る
理
論
上
の
前
提
で
も
あ
る
。
蓋
し
資
本
制

商
品
生
産
に
於
て
.は
、
價
値
の
交
換
に於 

け
る
役
割
は
、
單
純
商
品
生
產
に
於
け
る
と
異
な
及
、
修
正
を
蒙
る
の
で
あ.つ
て
、
.諸
商
品
は
價
値
と
®

的
に
異
な
る
所

の
坐
產
M

1# 

に
ょ
っ
'て
交
換
さ
れ
、
そ
0
際
價
胺
は
單
に
生
產
價
格
を
導
ぎ
出
す
爲0
理
論
上
の
前
提
た
る
に
ど̂.
奪
る
。
生
產
價
格
は
資
本
制
生

產
の
調
節
器
で
あ
り
、
資
本
の
移
_
、
即
ち
個
々
の
坐
產
部
門
間
の
資
本
の
絕
へ
ざ
る
流
出
人
を
決
定
し
、
從
つ
て
社
會
的
總
資
本
の 

.配
f

決
定
ず
。
.
•たからして又和私が緊碧！

c

價
値
で
は
な
く
し
て
生
產
惯
格
.で 

あ
'̂

。
だ
が
ブ
ル
ジ
デ
ア
經
濟
蔡
は
坐
產
價
格
を
取
に
事
實
と
し
て
取
る
に
と
ダ
ま
り
、
進
ん
で
そ
の
成
立
を
說
明
し
な
い
が
、
他
方 

ノ
マ
'ル
ク
ス
ば
.、
生
產
價
格
そ
か
も
ひ
が
價
値
か
ら
導
き
泔
さ
れ
る
寄
で
あ
り
、
斯
か
.る
導
出
な
く
し
て
は
'

「

一
般
的
利
潤
率(

從
づ
て 

.

叉
商
品
の
生
産
儕
格)

は
無
意
義
無
內
容
な
概
念
た
る
に
と
ど
免
る」

9

畏

£「

冢

5
, vs

.
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7
0

こ
と
を
證
明
し
た
の
で
あ
る
。
.然
し
こ
の
こ
と
は
、
次
の
事
柄
を
否
定
し
は
し
^
-い
。
即
ち
、
個
々
の
生
：靡
部
門
に 

.

.於
て
は
、
價
©
が
で
は
な
く
、
寧
5:
生
產
價
格
が
中
心
を
な
し
、
'そ
の
周
圍
を
日
々
の
.市
場
價
格
が
動
搖
し
、
且
つ「

日
々
：の
市
場
憤 

格
は
一
定
期
間
に
於
て
生
產
價
格
と
均
銜
す
る」

(capital, 

S
V
I
I
I
;
.1,S

,

1
500
.

〕

.
こ
と
、
1!
'
に
^
値
で
は
な
ぐ
、
_

げ
^

^

が

生 

鐘
、
そ
の
範
圓
及
び
資
本
の
ー
配
分
を
統
制
し
、
從
っ
て
正
杧
恐
慌
抓
資
本
配
分
の
不
均
衡
に
歸
さ
れ
る
限
^
、
生
產
價
格
ぼ
恐
慌
を
理 

解
す
る
上
：に
決
定
的
意
義
を
有
す
る
說
要
素
を
決
定
す
る
こ
と
1
否

定

ロ

は

じ.な
い
0

.

'-
'

こ
、
に
.
於
て
か
、
ロ
ー

ザ
•

ル
タ
セ
ン
ブ
ル
ク
鲅
び
に
そ
の
追
隨
者
、
更
に
又
ヒ
ル
フ
ァ
デ
ィ
ン
グ

、

オ
ッ
ト
オ
•

バ
グ
.ラ
ル
等
の
證
明 

は
^

初
か
.
ら
誤
つ
て
居
る
可
き
こ
と
が
明
か
と
な
る
。
と
.

M

ふ
の
-は
、
.
彼
#

は
、
諸
商
品
の
.
そ
の
憤
値
亡
於
け
る
交
換
を
認
办
る
所
の
、 

從
つ
て
マ
ル
ク
ス
に
よ
れ
ば
、
■
發

屁

の「

ょ
り
偁
級
な
段
階」

、
即
ち
.
前
資
本
主
義
的
商
品
生
產
を
表
は
ず
所
の
傲
値
表
式
(€

恶
い
で
、

. 

寶
本
主
義
の
恐
慌
法
則
を
實
證
し
た
り
又
は
否
定
し
ょ
ぅ
と
ず
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
故
彼
等
は
、
發
展
せ
る
#

本
虫
春
に
#

し
.決
^

 

的
啟
生
產
價
格
表
式
を
看
過
し
、
從
つ
て
正
に
生
產
價
格
、
.
平
均
利
潤
率
の
如
き
、
發
M

せ
る
資
本
主
義
に
於
け
る
#

本
配
分
.
の
'均
衡 

.
乃
茧
不
嘣
衡
に
對
し
決
定
的
な
る
凡
ゆ
る
要
素
を
看
過
し
た
れ
で
あ
る
？

.
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■

■
確

か

に.マ
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.1.

八
0
\ 

(

1
.八
0〕

.

.
 

w
性
^
は
緣
の
遠
い
、
|̂
:
つ
：第
ム
^

そ
れ
と
矛
#
す
る
4
ぅ
&-
.ご
：の
她
說
0,
啟
險
ぬ
馨
"る
紙
0
證
明
は

ぱ
、
.又
：そ
5:
あ
り
得
各
ぞ
'の
ゼ
.も
な
.い
ゲ
.そ
れ
ば
單
に
骱
段
階
的
蚀
質
0'
 ̂

Pで
あ
り
、「

資
本
論」

第Ui

卷
の
现
論
、
即
ち
憤
値
の
生 

產
價
格
へ
CO
轉
形
の
现
論
に
ょ
づ
て
^
全
-̂
^
し
め
：ら
れ
る
の
.セ
'̂

る
？
價
値
表
式
は
、
マ
ル
ク
スの
分
析
に
於
て
は
.、
金
く
藤
芬
形 

態
で
あ
り
、
挺
近
法
の
第
一
，

の
段
階
で
あ
り
、，
，
徵

格

へ

.
‘
§
轉

形

0
-
連
鐵
に
ょ
0'
て
.初
：か
て
売
全
纪.ら
し
め
ら
れ
ふ
替
で
あ
る0 

: 

恐
慌
法
11
|
:の
分
析
が
资
水
主
義
の
實
在
を
證
明
.し
得
る
が
爲
.に
^-
、
.
'そ
.の
.分

析

は
：慎
値
表
式
、
即
ち
接jy

法
の
へ
第
.
一

段

階

に

局

限 

さ
.れ
て
思
つ
て
は
な
ら
ず
、へ
寧
ろ
常
に
そ0
諸
段
階
を
追
求
し
，>
從
.ヴ
て
又
生
配
&

贫̂
ず
に
基
い
て
證
明
が
だ
さ
れ
救
ば
な
ら
ぬ.0 .

そ
こ
で
.グ
口

.
1
ス
マ
シは
、

笫
五
節
に
於
て「

恐
慌
問
題
とマ

.ル
：ク
ス
#
本
論
第
三
卷
の
理
論.

」

.

.、と
の
.關
係
を
述
ぶ
o .
上
記
の
如
く
、
 

マ
ル
ク
ス
の
理
論
は
資
本
制
生
產
の
統
制
カ
を
平
均
利
_
拉
び
に
生
產
慣
格
に
認
め
る
の
で
あ
り
、
從
つ
て
價
値
.で
は
な
く
そ
の
^

肜 

た
る
生
產
m
格
に
市
場
價
格
變■動
の
重
心
を
認
め
る
の
で
あ
る‘
.にも
拘
ら
ず
、

1
ザ
•ル
ク
セ
ゾ
ブ
ル
グ
、
オ
ッ
ト
オ

*.
'バ
ウ
エ
ル
.等 

は
"
こ
の
機
能
を
價
値
に
與
へ
て

：

ゐ
る
。
彼
等
に
あ
：つ
て
は
、
價
値
表
式0
關
係
は
マ
ル
.ク
ス
に
於
け
る
.ょ
ぅ
に
、
接
近
法
の
第
一
段 

階
た
る
に
とU

ま
ら
ず
、
寧
ろ
直
接
現
實
性
ケ
戌
映
す
る
も
の
と
さ

.れ
-て
ゐ
：る
.。

.
こ

の
.價
値
表
.式
に
關
ず
る
マ
‘ル
夂
ス
とS” ！

ザ
、
、'ハ 

ウ*

エ
ル
と
-の
間
の
見
解
の
相
違
か
ら
し
て
、
叉
恐
慌
問
題(0
.分
析
に
も
異
つ
_た
結
論
が
生
じ
て
來
る0「

.資
本
論
.

」

第|

一.卷
に
於
け
る
#

生
淹
表
式
は
偶
値
と
、

-
-
-
-
-

^
競
^

を
杣
象
す
る
爲
に
-—

^
相
違
し
た
利
满
率
と
か
ら
構
成
さ
れ
て
ゐ
る
か
ら
、
現
實
に
は
適
合
し
な
い
。

倌
侃
&
が
現
徵
の
現
象
と
矛
盾
し
な
い
で
、
寧
ろ
そ
れ
を
說
明
す
■る

が

爲

に

は

、

「

資

本

論

」

第
一
一

I

卷
の
理
論
と
一
致
し
て
、
W
4
Mが
競 

矫
の
爲
に
具
體
的
坐
產
價
格
へ
轉
形
す
る
こ
と
、
即
ち
一
般
利
澗
家
や
最
後
に
經
驗
的
の
諸
利
潤
形
態(

利
子
、
地
代
、
商
業
利
潤) 

へ
と
導
く
所
の
r.
?-
M)

の
G

r
s:
.矿
r
し
な
け
れ
.ば
な
ら
ぬ
。
r
る
に
も
拘
ら
ず
、
口
ー
ザ
や
.バ
ウ
ヱ
ル
等
は
.全

「

資
k
lt
.
'̂

--
.
l
^
n
J 

理
論
を
犠
牲
に
し
、
輿
ら
前
提
段
階
な
る
價
値
表
式
に
固
執
し
、'
マ
ル
.ク
ス
.の
接
近
法

を

放

棄

し

て

ゐ

る

。
.
.
パ

.
そ
れ
故
に
こ
そ
、
ー
ー
ザ
の
如
含
は
、

マ
ル
ク
ス
の
洱
坐
產
表
式(

價
値
表
式)

は
矛
盾
し
て
ゐ
る
と
云
ふ
結
論
に
達
し
太
の
で
あ

.今

今

マ
.
ル
ク
ス
の
單
純
な
る
表
式
を
思
ひ
浮
べ
て
見
る

。

：

;-
•

'

'
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坌

鐘

*1
= 33 

%

右
の
表
式
が
示
す
如
く
、
第
ー
：部
門
'(

坐
產
手
段
(0
生
產
部
內)

と

第

二

部

門

ハ

消

費

!*
料
‘の
休
；
產

部

門

)

と

で

は.夫
々
.資

本

‘
の

苷 

機
的
組
成
が
.異
な
り
、
.第
一

一

部

門

は

第
'一
部
門
に
.比
し
有
機
的
組
成
の
程
度
が
低
く
、
.可
變
資
本
部
分
の
不
變
資
米
部
分
に
對
ず
る
割 

合
が
第
：.ー.部
門

の

：
そ

れ

ょ
:|
;
も
多
い
か
ら
し
.て
1 .

從
つ
て
利
潤
率
は
高
い
？
そ
こ
で
口
ー
ザ
は
、
塗
一
部
門
に
资
木
は
集
中
し
、
消
# 

.資
料
.の
過
剩
生
產
が
絕
へ
ず
生
じ
、
第
ニ
部
門
の
剩
餘
價
値
の
ニ
部
は
塡
補
、
實
現
さ
れ
ず
、
常
に
不
均
衡
が
生
じ
、
右
の
均
衡
表
式 

は
成
立
.し
得
な
い
七
。
斯
か
る
ロ

i

ザ
の
批
判
は
、
'
.マ
ル
ク
ス
の
抽
暴
か
ら
具
體
'，へ
の
接
近
法
、
即
ち
競
爭
、
平
均
利
潤
率
の
形
成
を 

介
し
.て
價
俯
の
具
體
的
生
產
價
格
へ
の
轉
形
を
取
m
ふ
所
の
第
三
卷
：の
無
理
解
に
起
因
す
。
こ
れ
に
反
し
、
競
淨
に
ょ
る
一
ま
^
潤
率 

の
.形

成

、
：
從

：
つ

，て

價

値

が

生

產

價

格

.に
轉
形
し
、
諸
商
品
が
生
產
價
格
.に
.於
て
交
換
さ
れ
る
七
'と
を

.思

ひ

浮

べ

る

な

ら

ば

、
'

斯
か
る
反 

駿
は
そ
，.の
土
臺
か
ら
覆
へ
.さ
れ
て
.終
ふ
:0
と
一
.！<
ふ
の
は
、
生
產
價
格
.に
於
.て
は
、
.第1

部
.門
_の
墙

|
は

第

ニ

部

門

.の

商

品

に

對

し

價

傭 

以
上
に
實
ら
れ
、
运
對
に
第
ニ
部
門
の
.そ
_れ
は
價
値
以
下
忆
寰
ら
れ
る
か
ら
で
：あ
る
。
‘
'即
ち
、
交
換
に
姬
供
.さ

れ

る

筇

ー

部

門

の

^
-
日 

;=200

^ ;.

の
，.價
値
あ.

る
商
品
は
第1.1

部
門
の
2
2
,
5
0

の
價
値
あ
る
商
品
と
交
換
さ
れ
-2
>
0
.斯
く
弋
«

ー
部
門
の
剩
余
價
値
の1

部
は
交
換 

杧

ょ

か

め

か

ー

か
^

か̂

さ

ゆ

か

。

そ
.こ
セ
：
第

一

部

門

に

於

て

^

•

*來
得
た
斯
-'
€
>
1
0
0
''
'
0
:
の
剩
余
價
値
ょ
り
も
大
な
：る
_
胸

(

即
ち 

4
2
如

^-
被
得
ら
れ
、
投
下
資
沐
總
額
>1
0
0
0:'
:
0
+ 

S
0
G

 V
.

に
對
し
.
2
5斌
の
刺
聲
が
生
兮

^)

他
方
笫
ニ
部
門
尊
於
ヤ
は
、
本
來
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の
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^

S
C

即
ち
.
1
0
0
0

)

め
：代

;.
1
)肊
單
に^

0
,

の
刹
裯
於
錢
:]
)
、2

0
P
0
C

十
、
1
0
0-'
?

.'

.の
避
卞
資
本
總
顧
に
對
.し
: #
し
く「

2
5 % 

の
利
潤
率
が
生
ず
る
。
約
言
す
れ
ぱ
、
.價
値
表
式
に
於
计
る
利
潤
率
の
相
遠
か
ら
生
ず
る
«

1
都
門
0
過
剩
生
產
は
生
|產
'|
1
格
表
式
に
'
 

於V
:

过
起
り
得
な
い
0,
そ
れ
故
ス
テ
ル
V
ベ
ル
ヒ
.の
.云
ふ
ロ
ー
ザ
：の「

確
固
た
る
命
題」

は
シ
ャ
ボ
ン
主
の
如
く
消
へ
央
せ
セ
終
ふ
。

,
こ
.

の
各
生
產
部
門
間
に
於
け
る
刺
潤
率
平
均
化
の
倾
向
は
經
驗
的
‘
に
證
明
さ
れ
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又
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近
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明
ガ
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相
違
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.で
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り
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こ
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難
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猶
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ヵ
ー
ド
ォ
學
派
の
者
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失
敗
に
靡
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史
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產
價
格
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す
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澗
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.b

.;:
"
以
つ：

て
.勞
働
價
値
說
を
語
等
の
諸
事
實
と
一，
致
せ
，し
め
た
の
.で
あ
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濟
璉
論
を
E
に
發
M
せ
し
め
た
の
.で
あ
る
。
そ
れ
.に

.̂
拘
ら
ず
-
從

.*
マ
ル
タ
ス
:(
D
恐P

論

,^
び
裏

論

;ft
偏
す 

る
論
爭
は
專
ら
懷
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產
價
格
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績
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。
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デ
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總
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範
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あ
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心
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ゐ
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。
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彼
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流
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價
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傲
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.
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得
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節
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め
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恐
慌
理
論
に

對
す
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價
.値
の
生
產
偾
格
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の
轉
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義
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驶
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>恐
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瑰

實
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摩
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爲
に
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價
値
表
式
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資
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第
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卷
第
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ー
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售

表

式
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は
氧
に
そ
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一
0
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段
階
で
あ
り
、
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爭
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均
利
潤
率
の
形
成
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つ
て
生
產
價
格
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於
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め
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れ
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規
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